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G
20
サ
ミ
ッ
ト
と
は

　

G
20
サ
ミ
ッ
ト
は
、
2
0
0
8
年
の
リ

ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
を
機
に
、
当
時
相
対

的
な
地
位
の
低
下
が
著
し
か
っ
た
先
進
7

カ
国
首
脳
会
議
（
G
7
サ
ミ
ッ
ト
）
に
代

わ
る
も
の
と
し
て
誕
生
し
た
。
中
国
な
ど

の
新
興
国
の
存
在
感
が
高
ま
り
、
G
7
で

は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
に
十
分
に
対
応
で

き
な
い
こ
と
が
そ
の
背
景
に
あ
る
。
08
年

11
月
に
、
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
D
C
で
開
催

さ
れ
た
第
1
回
会
議
で
は
、
緊
急
招
集
の

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
G
20
諸
国
は
財

政
・
金
融
政
策
の
拡
張
を
進
め
る
と
同
時

に
、
保
護
主
義
を
排
し
て
自
由
貿
易
を
守

る
こ
と
で
世
界
経
済
の
回
復
を
目
指
し
た
。

ま
た
、
多
国
間
開
発
銀
行
の
資
本
増
強
や
、

国
際
的
な
金
融
規
制
・
監
督
の
枠
組
み
の

強
化
・
厳
格
化
な
ど
も
首
脳
宣
言
に
盛
り

込
ま
れ
た
。

　

当
時
の
外
交
関
係
者
ら
に
よ
る
と
、
日

本
政
府
は
当
初
、
G
20
サ
ミ
ッ
ト
に
必
ず

し
も
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
も
よ
う
だ
。

日
本
は
当
時
、
G
7
に
ロ
シ
ア
を
加
え
た

G
8
サ
ミ
ッ
ト
で
、
ア
ジ
ア
唯
一
の
先
進

国
と
し
て
発
言
力
を
確
保
し
て
お
り
、
中

国
な
ど
の
新
興
国
の
存
在
感
が
高
ま
る
と
、

日
本
の
発
言
力
が
相
対
的
に
低
下
す
る
こ

と
な
ど
が
理
由
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
後
、

中
国
に
対
し
て
国
際
ル
ー
ル
の
順
守
を
求

め
る
場
と
し
て
G
20
を
重
視
す
る
姿
勢
に

転
換
し
た
。

　

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
は
G
20
サ
ミ

ッ
ト
を
通
じ
た
国
際
協
調
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

的
な
対
応
が
奏
功
し
、
世
界
経
済
は

1
9
3
0
年
代
の
大
不
況
の
よ
う
な
状
況

に
陥
る
事
態
は
回
避
で
き
た
。
こ
の
よ
う

に
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
へ
の
対
応
と

し
て
機
能
を
発
揮
し
、
国
際
経
済
協
力
の

「
最
上
位
の
会
合
」（
第
3
回
ピ
ッ
ツ
バ
ー

グ
会
合
首
脳
宣
言
）
と
位
置
付
け
ら
れ
る

G
20
サ
ミ
ッ
ト
で
あ
る
が
、
昨
年
の
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
・
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
会
合
で

は
、
初
回
会
合
か
ら
う
た
っ
て
き
た
「
保

護
主
義
と
闘
う
」
と
い
う
文
言
が
首
脳
宣

言
に
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
。
最
重
要
課

題
と
も
言
え
る
自
由
貿
易
す
ら
成
果
を
出

せ
な
い
事
態
に
、
G
20
サ
ミ
ッ
ト
の
そ
も

そ
も
の
存
在
意
義
を
問
う
声
も
あ
る
。
加

え
て
、
米
中
対
立
が
激
化
す
る
中
、
G
20

反
保
護
主
義
打
ち
出
せ
ず
も
一
定
の
成
果

大
阪
サ
ミ
ッ
ト
、「
ト
ラ
ン
プ
リ
ス
ク
」は
継
続

日
本
総
合
研
究
所
調
査
部 

マ
ク
ロ
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長

石
川
智
久

解 説

　
6
月
28
、
29
日
に
わ
が
国
で
初
め
て
の
20
カ
国
・
地
域
首
脳
会
議
（
G
20
サ
ミ
ッ
ト
）
が
大
阪
市
で
開
催
さ
れ
た
。
米

中
貿
易
摩
擦
が
過
熱
す
る
中
、
保
護
貿
易
に
毅き

ぜ
ん然

と
し
た
姿
勢
を
示
せ
る
か
が
注
目
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
時
に
数
多
く
の

2
国
間
会
談
も
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
面
か
ら
も
関
心
が
高
か
っ
た
。
本
稿
で
は
今
回
の
G
20
サ
ミ
ッ
ト
に
つ
い
て
、

貿
易
な
ど
の
主
要
論
点
や
、
2
国
間
会
談
の
概
要
を
解
説
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
当
面
の
世
界
経
済
の
動
向
を
展
望

す
る
。
ま
た
、筆
者
は
サ
ミ
ッ
ト
開
催
時
に
大
阪
に
駐
在
し
て
い
た
が
、国
際
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
地
に
も
た
ら
し
た
「
明
」

と
「
暗
」
の
効
果
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
い
。

い
し
か
わ
・
と
も
ひ
さ　
97
年
東
大

経
卒
、同
年
住
友
銀
行
入
行
。99
年
日

本
総
合
研
究
所
調
査
部
。02
年
よ
り

日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
へ
出
向
、

04
年
三
井
住
友
銀
行
経
営
企
画
部
金

融
調
査
室
、17
年
日
本
総
合
研
究
所

調
査
部
関
西
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
長

を
経
て
19
年
7
月
よ
り
現
職
。
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会
議
全
体
の
方
向
性
よ
り
も
米
中
2
国
間

関
係
の
行
方
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
大
阪
会
合
で
は
、
こ
の
よ
う
に

存
在
感
が
低
下
し
て
き
た
G
20
サ
ミ
ッ
ト

が
発
足
当
初
の
輝
き
を
取
り
戻
せ
る
か
が

注
目
さ
れ
た
。

首
脳
宣
言
の
概
要

　
（
1
）
最
大
の
論
点
：
自
由
貿
易
か
保

護
貿
易
か

　

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
の
最
大
の
注
目
点
は

貿
易
問
題
で
あ
る
。
米
中
貿
易
摩
擦
の
激

化
が
世
界
経
済
の
大
き
な
リ
ス
ク
に
な
っ

て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
G
20
首
脳
宣
言

で
自
由
貿
易
の
重
要
性
を
明
確
な
メ
ッ
セ

ー
ジ
で
示
せ
る
か
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。

　

G
20
首
脳
宣
言
で
は
、
世
界
経
済
の
先

行
き
に
つ
い
て
、「
一
見
安
定
し
て
お
り
、

2
0
1
9
年
後
半
か
ら
20
年
に
か
け
て

徐
々
に
上
向
き
、
徐
々
に
景
気
が
回
復
し

て
い
く
」
と
の
見
方
を
示
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、「
成
長
率
は
低
く
、
下
方
リ
ス

ク
が
残
っ
て
お
り
、
特
に
貿
易
と
地
政
学

的
な
摩
擦
が
増
し
て
い
る
」
と
の
見
方
も

示
し
、
成
長
力
の
脆ぜ

い
じ
ゃ
く弱

性
と
地
政
学
リ
ス

ク
へ
の
警
戒
感
が
示
さ
れ
た
。
本
来
、

G
20
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
と
き
こ
そ
自

由
貿
易
の
重
要
性
を
毅
然
と
示
す
べ
き
で

あ
る
が
、
今
回
の
首
脳
宣
言
で
は
貿
易
に

つ
い
て
、「
保
護
主
義
と
闘
う
」
と
い
う

文
言
が
2
年
連
続
で
見
送
ら
れ
た
。
も
っ

と
も
、「
自
由
で
公
正
、
無
差
別
的
で
透
明
、

予
見
可
能
で
安
定
し
た
貿
易
環
境
と
な
る

よ
う
努
力
し
、
開
か
れ
た
市
場
を
保
っ
て

い
く
」
と
の
文
言
が
記
載
さ
れ
、
一
応
、

最
低
限
の
と
こ
ろ
で
面
目
は
保
っ
た
形
と

な
っ
た
。

　

同
時
に
打
ち
出
し
た
の
が
、
世
界
貿
易

機
関
（
W
T
O
）
改
革
で
あ
る
。
G
20
首

脳
宣
言
で
は
「
W
T
O
改
革
の
実
施
」
が

明
記
さ
れ
た
。
米
国
は
中
国
の
不
公
正
な

貿
易
慣
行
を
放
置
し
て
き
た
と
し
て

W
T
O
へ
の
不
信
が
根
深
く
、
改
革
姿
勢

を
打
ち
出
す
こ
と
で
米
国
を
多
国
間
協
議

の
枠
組
み
に
つ
な
ぎ
留
め
る
意
向
が
あ
っ

た
と
み
ら
れ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
首
脳
宣
言
は
、

貿
易
摩
擦
を
強
め
る
米
中
双
方
の
立
場
に

配
慮
し
た
苦
肉
の
策
の
色
合
い
が
強
い
。

W
T
O
の
改
革
を
進
め
る
方
針
を
打
ち
出

し
た
こ
と
に
一
定
の
評
価
は
で
き
る
が
、

紛
争
処
理
機
能
の
改
善
な
ど
思
い
切
っ
た

改
革
を
進
め
な
け
れ
ば
、
米
国
の
自
国
第

一
主
義
が
一
層
強
ま
る
可
能
性
は
否
定
で

き
な
い
。
交
渉
決
裂
と
な
ら
ず
、
ぎ
り
ぎ

り
の
と
こ
ろ
で
合
意
で
き
た
点
は
評
価
で

き
る
も
の
の
、
具
体
的
な
取
り
組
み
な
ど

は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
も
課
題
が
残

る
状
況
と
言
え
よ
う
。

　
（
2
）
そ
の
他
の
注
目
点

　

今
回
の
G
20
サ
ミ
ッ
ト
で
は
貿
易
以
外

に
も
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
議
論
が
進
ん

だ
。
こ
こ
で
は
特
に
関
心
が
高
か
っ
た
デ

ー
タ
流
通
と
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
に

つ
い
て
振
り
返
る
。

　

①
デ
ー
タ
流
通

　

デ
ー
タ
流
通
に
つ
い
て
、
今
回
の
首
脳

宣
言
で
は
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
経
済
成

長
の
重
要
な
原
動
力
。
S
D
G
s
お
よ
び

包
摂
性
向
上
に
も
寄
与
」「『
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
5
・
0
』
と
し
て
推
進
さ
れ
て
い
る

人
間
中
心
の
未
来
社
会
の
考
え
方
を
共

有
」「
デ
ー
タ
の
自
由
な
流
通
を
促
進
し
、

消
費
者
お
よ
び
ビ
ジ
ネ
ス
の
信
頼
を
強
化
。

こ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
・
フ
リ
ー
・
フ
ロ
ー
・

ウ
ィ
ズ
・
ト
ラ
ス
ト
（
信
頼
性
の
あ
る
自

由
な
デ
ー
タ
流
通
）
は
、
デ
ジ
タ
ル
経
済

の
機
会
を
活
か
す
も
の
」
と
の
文
言
が
記

載
さ
れ
た
。

　

S
D
G
s
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

や
先
端
技
術
を
活
用
し
た
社
会
像
の
ソ
サ

エ
テ
ィ
ー
5
・
0
は
、
わ
が
国
が
現
在

注
力
し
て
い
る
テ
ー
マ
で
あ
り
、

2
0
2
5
大
阪
・
関
西
万
博
の
テ
ー
マ
で

も
あ
る
。
G
20
首
脳
宣
言
に
盛
り
込
ま
れ

た
こ
と
で
、
S
D
G
s
と
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

5
・
0
へ
の
関
心
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
高
ま

る
可
能
性
が
あ
る
。
わ
が
国
企
業
と
し
て

も
こ
う
し
た
動
き
を
捉
え
て
、
こ
の
分
野

に
お
い
て
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
拡
大
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
デ
ー
タ
・
フ
リ
ー
・
フ
ロ
ー
・

ウ
ィ
ズ
・
ト
ラ
ス
ト
と
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
や
デ
ー
タ
保
護
な
ど
に
配
慮
し
つ
つ
、

デ
ー
タ
の
自
由
な
流
通
を
整
備
す
る
こ
と

を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
安
倍
晋
三
首
相

が
28
日
に
開
始
宣
言
し
た
デ
ー
タ
流
通
の

国
際
ル
ー
ル
作
り
「
大
阪
ト
ラ
ッ
ク
」
の

中
心
と
な
る
概
念
で
あ
る
。
こ
れ
が
首
脳

宣
言
に
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
で
、
今
後
、

近
年
存
在
感
を
増
す
「
G
A
F
A
」
な
ど

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
へ
の
対
応
が
進

む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

②
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

　

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
は
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
流
出
に
よ
る
海
洋
汚
染

を
50
年
ま
で
に
ゼ
ロ
に
す
る
「
大
阪
ブ
ル

ー
・
オ
ー
シ
ャ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
盛
り

込
ん
だ
。
こ
れ
は
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
の
削
減
に
関
す
る
国
際
的
な
初
の
数
値

目
標
で
あ
る
。
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

へ
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
は
、
長
野
県
で
開

か
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
関
係
の
閣
僚

会
合
の
共
同
声
明
に
、
削
減
に
向
け
た
対

策
の
進し

ん
ち
ょ
く捗
状
況
を
各
国
が
定
期
的
に
国
際

会
議
で
報
告
し
共
有
す
る
枠
組
み
を
作
る
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こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
今
回
の
宣

言
は
そ
れ
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

2
国
間
首
脳
外
交
の
評
価

　

G
20
サ
ミ
ッ
ト
で
は
多
く
の
首
脳
が
一

堂
に
会
す
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
2
国
間

会
合
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
今
回

の
最
大
の
注
目
点
は
米
国
と
中
国
の
首
脳

会
談
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
G
20
閉
幕
後
、

米
朝
首
脳
会
談
が
急
き
ょ
開
催
さ
れ
る
な

ど
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
翻ほ

ん
ろ
う弄

さ
れ
る
国

際
情
勢
を
象
徴
す
る
出
来
事
も
あ
っ
た
。

以
下
で
は
、
米
中
・
米
朝
首
脳
会
談
を
振

り
返
り
、
次
に
わ
が
国
に
と
っ
て
重
要
な

日
米
・
日
中
の
2
国
間
外
交
の
成
果
と
影

響
に
つ
い
て
考
え
る
。

　
（
1
）
米
中
・
米
朝
首
脳
会
談

　

今
回
の
米
中
首
脳
会
談
で
は
①
貿
易
交

渉
の
再
開
②
追
加
関
税
の
第
4
弾
の
発
動

延
期
③
米
企
業
に
よ
る
華
為
技
術
（
フ
ァ

ー
ウ
ェ
イ
）
へ
の
一
部
制
裁
解
除
─
の
3

点
が
合
意
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
会
談
自
体

は
1
時
間
程
度
で
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
や
、

前
回
の
会
談
の
よ
う
に
「
90
日
の
期
限
を

決
め
て
技
術
移
転
の
強
要
や
知
財
保
護
な

ど
5
分
野
で
集
中
協
議
す
る
」
と
い
っ
た

具
体
的
な
目
標
は
現
時
点
で
は
公
表
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
具
体
的
な
議
論
が

行
わ
れ
た
と
も
考
え
に
く
い
。
ま
た
、
報

道
な
ど
に
よ
れ
ば
、
水
面
下
で
も
交
渉
は

進
ん
で
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
今
回

の
首
脳
会
談
に
向
け
て
十
分
に
準
備
さ
れ

て
い
た
と
は
言
い
難
く
、
ひ
と
ま
ず
面
談

を
実
施
し
て
、
決
裂
を
回
避
し
た
と
い
う

の
が
実
情
で
あ
ろ
う
。

　

米
中
間
の
対
立
は
単
な
る
貿
易
摩
擦
を

超
え
た
覇
権
争
い
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

中
国
の
国
内
総
生
産
（
G
D
P
）
は
既
に

米
国
G
D
P
の
60
％
を
超
え
、
米
国
の
立

ち
位
置
を
脅
か
す
存
在
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
対
立
は
長
引
く
可
能
性
が
高
い
。

実
際
、
1
9
6
0
年
代
の
繊
維
交
渉
か
ら

始
ま
っ
た
日
米
貿
易
摩
擦
は
、
鉄
鋼
や
カ

ラ
ー
テ
レ
ビ
、
自
動
車
、
半
導
体
と
さ
ま

ざ
ま
な
製
品
で
起
こ
り
、
90
年
代
後
半
の

日
米
包
括
経
済
協
議
で
決
着
す
る
ま
で
30

年
近
く
続
い
た
。
今
後
、
米
中
新
冷
戦
も

同
様
に
か
な
り
長
期
化
す
る
可
能
性
が
大

き
い
。
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
考
え
る
と
、

今
回
の
面
談
は
い
わ
ば
米
中
貿
易
戦
争
の

「
一
時
停
戦
」
会
議
と
位
置
付
け
る
こ
と

が
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
突
然
実
施
さ
れ
た
米
朝
首
脳
会

談
に
つ
い
て
は
、
現
職
米
大
統
領
初
の
北

朝
鮮
入
り
と
非
核
化
協
議
の
再
開
な
ど
が

あ
っ
た
が
、
来
年
の
大
統
領
選
対
策
を
兼

ね
た
政
治
シ
ョ
ー
的
な
意
味
合
い
が
大
き

く
、
実
際
的
な
交
渉
は
進
ん
で
い
な
い
と

み
ら
れ
る
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
外
交
政

策
は
「
非
伝
統
的
」
で
あ
り
、
予
見
可
能

性
が
低
い
。
G
20
サ
ミ
ッ
ト
の
首
脳
宣
言

で
も
示
さ
れ
た
通
り
、「
地
政
学
」
が
世

界
経
済
の
主
要
リ
ス
ク
と
な
る
状
況
は
続

く
公
算
が
大
き
い
。

　
（
2
）
日
米
・
日
中
会
談
の
評
価

　

G
20
サ
ミ
ッ
ト
と
同
時
に
日
米
・
日
中

の
会
談
も
行
わ
れ
た
。
ま
ず
、
日
米
首
脳

会
談
で
は
、
貿
易
交
渉
で
昨
年
9
月
の
日

米
共
同
声
明
に
沿
っ
て
日
米
ウ
ィ
ン
ウ
ィ

ン
と
な
る
形
で
早
期
に
成
果
が
達
成
で
き

る
よ
う
、
茂
木
敏
充
経
済
再
生
担
当
相
と

ラ
イ
ト
ハ
イ
ザ
ー
米
通
商
代
表
部

（
U
S
T
R
）
代
表
に
よ
る
交
渉
を
加
速

さ
せ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
日
米

同
盟
に
つ
い
て
は
今
後
も
一
層
強
化
し
て

い
く
こ
と
で
一
致
し
た
。
も
っ
と
も
、
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
は
G
20
サ
ミ
ッ
ト
前
後
で

「
日
米
安
保
は
米
国
に
と
っ
て
不
公
平
」

と
す
る
発
言
を
し
て
お
り
、
安
保
と
絡
め

て
先
々
貿
易
問
題
が
深
刻
化
す
る
リ
ス
ク

も
懸
念
さ
れ
る
状
況
で
あ
る
。

　

次
に
日
中
首
脳
会
談
で
は
、
安
倍
首
相

が
来
春
に
習
近
平
国
家
主
席
を
国
賓
と
し

て
招
き
た
い
考
え
を
示
し
、
習
主
席
も
そ

れ
に
応
じ
た
ほ
か
、「
永
遠
の
隣
国
」
と

し
て
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
相
互
往
来
を
強
化
す

る
こ
と
な
ど
で
一
致
す
る
な
ど
、
一
定
の

成
果
を
出
し
た
。
中
国
は
わ
が
国
に
と
っ

て
最
大
の
貿
易
国
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
今
回
の
合
意
は
前
向
き
に
評
価
で
き

よ
う
。
一
方
で
、
日
米
同
盟
が
あ
る
中
で

は
、
中
国
と
の
行
き
過
ぎ
た
蜜
月
は
ト
ラ

ン
プ
政
権
か
ら
不
興
を
買
う
リ
ス
ク
も
あ

る
。

　

今
後
の
わ
が
国
の
外
交
政
策
は
、
米
中

対
立
、
日
米
同
盟
、
最
大
の
貿
易
相
手
国

と
し
て
の
中
国
、
と
い
っ
た
三
角
関
係
を

踏
ま
え
た
上
で
、
米
中
と
の
距
離
感
を
と

る
と
い
う
難
し
い
か
じ
取
り
が
求
め
ら
れ

る
。サ

ミ
ッ
ト
後
の
世
界
経
済

　

以
上
が
G
20
サ
ミ
ッ
ト
と
同
時
に
開
催

さ
れ
た
2
国
間
会
合
の
概
要
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
G
20
後
の
世
界
経
済
に
つ
い
て
展

望
し
た
い
。
G
20
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
足
元

の
景
気
は
弱
い
動
き
で
あ
る
も
の
の
、
今

年
後
半
以
降
の
回
復
を
展
望
し
て
い
る
。

弊
社
も
足
元
の
世
界
経
済
は
、
半
導
体
産

業
の
好
不
況
が
繰
り
返
さ
れ
る
シ
リ
コ
ン

サ
イ
ク
ル
の
調
整
局
面
入
り
、
昨
年
ま
で

の
中
国
の
デ
レ
バ
レ
ッ
ジ
（
債
務
圧
縮
）

政
策
、
貿
易
摩
擦
な
ど
、
複
数
の
マ
イ
ナ

ス
要
因
が
重
な
っ
た
こ
と
か
ら
減
速
傾
向

に
あ
り
、
2
0
1
9
年
は
世
界
全
体
の
停

滞
感
が
強
ま
っ
た
16
年
と
同
程
度
の
低
成
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長
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
一
方
で
、
前

述
の
下
押
し
圧
力
が
薄
れ
る
20
年
に
は
成

長
率
は
持
ち
直
す
と
予
想
し
て
お
り
（
図

表
）、
総
じ
て
み
れ
ば
G
20
サ
ミ
ッ
ト
の

景
気
認
識
と
大
き
な
違
い
は
な
い
。

　

も
っ
と
も
、
こ
れ
は
米
国
ト
ラ
ン
プ
政

権
の
経
済
政
策
を
め
ぐ
る
不
確
実
性
が
こ

れ
以
上
強
ま
ら
な
い
こ
と
が
前
提
で
あ
る
。

今
回
の
G
20
サ
ミ
ッ
ト
や
米
中
2
国
間
対

話
の
動
向
を
見
る
と
、
引
き
続
き
ト
ラ
ン

プ
政
権
の
通
商
・
外
交
政
策
が
世
界
経
済

の
リ
ス
ク
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ

れ
る
。
具
体
的
に
は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
が

対
外
強
硬
策
を
打
ち
出
し
続
け
た
場
合
、

貿
易
取
引
の
低
迷
だ
け
で
な
く
、
設
備
投

資
マ
イ
ン
ド
の
低
下
と
地
政
学
リ
ス
ク
の

高
ま
り
に
よ
る
悪
影
響
が
顕
在
化
す
る
恐

れ
が
あ
る
。
こ
の
2
点
に
つ
い
て
説
明
す

る
と
次
の
通
り
と
な
る
。

　
（
1
）
設
備
投
資
マ
イ
ン
ド
の
低
下

　

ト
ラ
ン
プ
政
策
の
強
硬
姿
勢
持
続
は
、

ま
ず
企
業
部
門
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
及

ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
。
事
業
活
動
の
不
確

実
性
に
直
面
し
た
企
業
は
、
業
容
拡
大
の

た
め
の
設
備
投
資
を
決
断
し
に
く
い
環
境

に
直
面
す
る
。
設
備
投
資
マ
イ
ン
ド
の
慎

重
化
は
、
資
本
装
備
率
の
低
下
、
ヴ
ィ
ン

テ
ー
ジ
の
上
昇
を
通
じ
て
、
企
業
の
付
加

価
値
創
出
力
も
引
き
下
げ
る
。
ま
た
、
労

働
需
要
や
労
働
生
産
性
の
低
下
を
通
じ
て
、

世
界
経
済
の
成
長
力
を
押
し
下
げ
る
こ
と

に
つ
な
が
る
。
さ
ら
に
政
策
不
確
実
性
の

高
ま
り
は
、
金
融
政
策
に
も
マ
イ
ナ
ス
の

影
響
が
あ
る
。
各
国
と
も
金
融
緩
和
方
向

に
か
じ
を
切

り
つ
つ
あ
る

も
の
の
、
企

業
の
投
資
資

金
需
要
が
減

少
す
れ
ば
、

緩
和
効
果
が

低
下
す
る
可

能
性
が
あ
る
。

　
（
2
）
地

政
学
リ
ス
ク

が
再
浮
上

　

ま
た
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
強
硬
姿
勢
が

続
く
と
、
地
政
学
の
ル
ー
ト
か
ら
も
世
界

経
済
を
下
押
し
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
19

年
の
世
界
成
長
率
見
通
し
は
過
去
1
年
で

0
・
6
ポイント
下
方
修
正
さ
れ
た
も
の
の
、
こ

の
半
分
以
上
は
ア
ジ
ア
を
除
く
新
興
国
が

原
因
で
あ
る
。
貿
易
戦
争
の
渦
中
に
あ
る

米
中
の
下
振
れ
は
下
方
修
正
分
の
1
割
程

度
に
す
ぎ
ず
、
む
し
ろ
イ
ラ
ン
、
ト
ル
コ
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
パ
キ
ス
タ
ン
な
ど
の
下

振
れ
の
方
が
影
響
が
大
き
い
。
こ
の
背
景

に
は
、
18
年
ま
で
進
め
ら
れ
た
米
国
の
利

上
げ
に
伴
う
資
金
流
出
に
加
え
、
米
国
と

の
政
治
対
立
の
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き
い
。

と
り
わ
け
、
米
国
の
核
合
意
離
脱
に
伴
う

イ
ラ
ン
へ
の
経
済
制
裁
、
米
国
人
牧
師
の

拘
束
問
題
に
端
を
発
し
た
ト
ル
コ
へ
の
経

済
制
裁
で
、
両
国
の
景
気
が
急
速
に
悪
化

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
地
政
学
リ
ス
ク
は

直
接
的
な
経
済
成
長
の
下
押
し
だ
け
で
は

な
く
、
中
近
東
・
中
南
米
で
の
景
気
悪
化

の
他
国
へ
の
波
及
や
原
油
価
格
の
高
騰
リ

ス
ク
な
ど
に
波
及
す
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、

引
き
続
き
警
戒
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

大
阪
に
と
っ
て
の
サ
ミ
ッ
ト

　

25
年
万
博
を
控
え
た
大
阪
に
と
っ
て
、

G
20
サ
ミ
ッ
ト
は
巨
大
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
場
で
も

あ
っ
た
。
一
方
で
、
わ
が
国
が
開
催
し
た

国
際
会
議
の
中
で
最
大
級
の
も
の
で
も
あ

り
、
そ
の
運
営
に
課
題
も
見
ら
れ
た
。
筆

者
は
当
日
開
催
地
に
い
た
が
、
そ
こ
で
経

験
し
た
こ
と
か
ら
、
開
催
地
に
対
し
て
ど

の
よ
う
な
「
明
」
と
「
暗
」
が
あ
る
の
か

を
整
理
し
た
い
。

　

ま
ず
、
プ
ラ
ス
効
果
と
し
て
は
経
済
効

果
だ
。
過
去
に
わ
が
国
で
開
催
さ
れ
た
国

際
会
議
で
は
、
宿
泊
費
な
ど
で
数
百
億
円

程
度
の
経
済
効
果
が
発
生
し
て
い
る
。

G
20
サ
ミ
ッ
ト
は
過
去
最
大
規
模
の
会
合

で
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
効
果
が
あ
っ
た
可

能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
海
外
報
道
で

「
O
S
A
K
A
」
が
連
呼
さ
れ
る
ほ
か
、

デ
ジ
タ
ル
関
係
の
「
大
阪
ト
ラ
ッ
ク
」
や

環
境
関
係
の
「
大
阪
ブ
ル
ー
・
オ
ー
シ
ャ

ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
」
な
ど
の
宣
言
に
大
阪
が

冠
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
P
R
効
果
も
大
き

い
。
実
際
、
大
阪
府
な
ど
は
G
20
で
の
開

催
実
績
を
テ
コ
に
、
国
際
会
議
の
誘
致
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
拡
大
、
そ
し
て
25
年
の

大
阪
・
関
西
万
博
の
広
報
宣
伝
を
強
化
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
各
国
首
脳
と
の
夕
食

会
な
ど
で
は
大
阪
産
の
食
材
を
提
供
し
、

各
国
首
脳
に
関
西
の
農
業
・
外
食
の
素
晴

ら
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

一
方
で
課
題
も
あ
る
。
過
去
最
大
規
模

（資料）IMF、各国統計をもとに日本総研作成
（注1）世界193ヵ国。先進国は、IMFの分類からNIEsを
除く。具体的には、米・日・ユーロ圏（19ヵ国）のほか、
英・豪・加など35ヵ国。先進国以外を新興国とした。
（注2）地域は購買力平価ベース。
（注3）インドのみ年度ベース（当年4月～翌年3月）。

〈図表〉世界ＧＤＰ成長率見通し

世界計

（暦年、％）

先進国

BRICs

NIEs

ASEAN5

新興国

米国
ユーロ圏
英国
日本

2017年
（実績）
3.8
2.3
2.2
2.4
1.8
1.8
4.7
5.8
6.8
7.2
3.3
3.2
3.1
3.8
5.4
5.1
4.0
5.9
6.7
6.8

2018 年
（実績）
3.6
2.2
2.9
1.8
1.4
0.7
4.5
5.9
6.6
6.8
2.8
2.7
2.6
3.0
5.2
5.2
4.1
4.7
6.2
7.1

2019 年
（予測）
3.3
1.8
2.6
1.2
1.2
0.9
4.1
5.5
6.3
6.8
2.3
2.4
2.1
2.1
5.1
5.2
3.4
4.7
6.2
6.7

2020 年
（予測）
3.6
1.6
1.9
1.5
1.3
0.7
4.7
5.7
6.3
7.0
2.4
2.4
2.2
2.6
5.2
5.3
3.6
4.7
6.5
6.7

インドネシア
タイ
マレーシア
フィリピン
ベトナム

中国
インド

韓国
台湾
香港
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の
警
備
体
制
が
敷
か
れ
、
市
内
全
体
を
全

国
の
パ
ト
カ
ー
・
警
察
官
が
巡
回
し
、「
交

通
量
の
半
減
」
を
目
標
に
、
主
要
高
速
道

路
の
通
行
止
め
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
大

規
模
な
交
通
規
制
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の

結
果
、
物
流
の
遅
れ
な
ど
が
発
生
し
た
。

主
要
駅
な
ど
で
は
ご
み
箱
の
撤
去
、
ロ
ッ

カ
ー
の
使
用
中
止
が
実
施
さ
れ
、
大
阪
城

な
ど
の
主
要
観
光
地
の
営
業
中
止
、
大
阪

府
内
の
公
立
校
の
休
校
も
行
わ
れ
た
。
経

済
活
動
や
市
民
生
活
に
少
な
か
ら
ぬ
不
便

が
発
生
し
、
マ
イ
ナ
ス
の
経
済
効
果
も
相

応
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、

市
内
の
企
業
で
は
有
給
休
暇
の
取
得
・
在

宅
勤
務
の
奨
励
な
ど
が
見
ら
れ
、
こ
れ
ら

の
動
き
が
混
雑
緩
和
に
つ
な
が
っ
た
面
も

あ
っ
た
。

　

国
際
イ
ベ
ン
ト
に
は
大
き
な
経
済
効
果

や
海
外
P
R
効
果
が
あ
る
の
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
一
方
で
、
開
催
地
に
表
立
っ
て

見
え
づ
ら
い
負
担
が
生
じ
る
の
も
事
実
だ
。

し
か
し
な
が
ら
、
開
催
日
が
決
ま
っ
て
い

る
の
で
、
今
回
以
上
の
事
前
の
準
備
と
工

夫
次
第
で
負
担
軽
減
も
可
能
で
あ
る
。
今

回
の
大
阪
で
の
経
験
を
生
か
し
て
、
来
年

の
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
25
年

の
大
阪
・
関
西
万
博
で
は
少
し
で
も
住
民

の
負
担
を
小
さ
く
し
、
最
大
の
効
果
を
挙

げ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。


